
「画家と庭師とカンパーニュ」（2007 年 /105 分 / フランス（字幕））

　老境にさしかかった、かつての幼なじみ同士が、人生の終局に真の

友情を育む人間ドラマ。フランスの田舎町の穏やかな日だまりと、緑

豊かな自然に心も温まります。

　日　時：4月 15 日（土）14 時～ 16 時

　お話し：柴　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム　聴講無料

ミ ュージアムミ

4 月の休館日

4日、11日、25日
17～21日※展示替えのため休館

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分まで）

小川原脩記念美術館
☎ 21-4141

倶知安風土館
☎ 22-6631

【クローズアップ】有島記念館特別企画展

「三浦綾子『母』と演出家・守分寿男の仕事」

会期：開催中～ 10 月 9 日（月・祝）

■有島記念館　　　　　　0136-44-3245

■木田金次郎美術館　　　0135-63-2221

■西村計雄記念美術館　　0135-71-2525

■荒井記念美術館　　　　0135-63-1111

海と山と田園と－ミュージアムロード情報－
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■ 2017 年度展覧会スケジュール

展覧会のお知らせ

■常設展示

■企画展示

アート・イベントのお知らせ
　ご多分に洩れず、美術館にとって

も 4月はお正月のようなもの。新たな

1 年間は、ここから始まりますが、常

に変化を求められる現場は、何とも悩

ましい季節でもあります。ただ一方で

は、文化たるもの、1 年や 2 年で目先

を変えれば良いというものでもないだ

ろう、という悪魔のささやきも聞こえ

てくるのです。変化と継続、その狭間

で試行錯誤を繰り返すのが「世の常」、

といったところでしょうか。

　もしも、展覧会の企画など美術館の

動きが地味に見えるとしても、それは

将来へ向けての変革の布石と温かく見

守ってください。とはいえ、楽しいイ

ベントは、今年も盛りだくさんですよ。

お楽しみに。

美術館から

柴柴
しばしば

 　 　勤勤
つとむつとむ

館　長

「小川原脩展　巓」

　会　期：開催中～ 4月 16 日（日）

「小川原脩展　馬・犬・おおはくちょう」

　小川原脩が描いた、社会や自らの境遇を投影した動物たちの作品を

紹介します。

　会　期：4月 22 日（土）～ 7月 9日（日）　※初日は観覧無料

「くっちゃんＡＲＴ 2017」

　会　期：開催中～ 4月 16 日（日）

「小川原脩セレクション　根津夕景―1930's」

　1930 年代、青年時代の小川原作品にクローズアップします。昨年

修復が行われた「納屋（1933 年）」も修復後はじめて展示します。　　　

　会　期：4月 22 日（土）～ 7月 9日（日）　※初日は観覧無料

アート探訪「ルノワール～世紀末の女たち」

　ルノワールが描き続けた女性たちの姿をとおして、新しく生まれ変

わろうとしていた 19 世紀パリの社会と、画家が追求した常しえの美

の世界を映像とお話しで紹介します。

　日　時：4月 8日（土）14 時～ 15 時

　お話し：柴　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム　聴講無料

■土曜サロン

■アート・シネマ館

「帰ってきた小川原脩～よみがえる『納屋』」

　東京美術学校（現東京芸術大学）在学中に帝展入選を果たした「納

屋」。80 年以上の時を経て危機的状態に陥っていた名作が、入念な修

復により蘇る過程を伝えます。

　日　時：4月 22 日（土）14 時～ 15 時

　お話し：沼田絵美（当館学芸員）　会　場：当館展示室、ロビー（無料）

■アート・トーク

展　覧　会　名 会　　　期

常設展示

小川原脩展「馬・犬・おおはくちょう」 4月 22 日～ 7月 9日

小川原脩展「小川原脩ものがたり」 7月 16 日～ 11 月 26 日

小川原脩展「アジアの街角で」 12 月 2 日～平成 30 年 4 月 15 日

企画展示

小川原脩セレクション「根津夕景 -1930's」 4 月 22 日～ 7月 9日

ミュージアムロード展「おしゃべり美術館」 7月 15 日～ 9月 24 日

第 59 回麓彩会展 9月 30 日～ 11 月 26 日

徳丸晋写真展 12 月 2 日～平成 30 年 2 月 4 日

くっちゃん ART2018 平成 30 年 2 月 10 日～ 4月 15 日 ※変更になる場合があります
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―文化の動物―
409 回

『納屋』

1933 年　小川原　脩　画

　春は節目。自然の営みや社会の動きの基点。過ぎ去りし時と、未だ見ぬ将来の

結び目の季節。そこで恩師からの受け売りを。

　人間には、動物として際立った特徴が二つあるという。一つは文化を持つこと。

文化こそ、様々な技術の発達を推し進め、人口を増やし、さらに社会を安定させ

る基礎となった。もう一つは、子どもを育て上げた後も寿命が長く続くことだ。

ほとんど全ての動物は子育てを終えると速やかに寿命を終えるのだが、人間はそ

うではない。これは生物学的に見て驚異といっていい。

　この二つの特徴は、実は根本で深く結びついているというのが恩師の解釈であ

　東京美術学校時代の秀作「納屋」は、紛れもなく小川原の代表作のひと

つである。美校３年の時に、第 14 回帝展に学生ながらに入選という快挙

を成し遂げたこの作品は、夏季休暇で倶知安に帰省した小川原青年が、駅

前通りの石造り倉庫の中で働く親戚の男性をモデルに描いたもの。野太い

線に濃厚な絵肌、がっしりと構えた男の腕に、働く人間のリアリティがあ

る。

　制作から約 80 年、経年劣化による損傷が激しく、2014 年 4 月の展示を

最後に収蔵庫で慎重に保管されていたが、昨年、待望の修復が行われた。キャンバス生地が薄く、そこに厚く重ねら

れた絵の具の重みが加わって、画面下部を中心に大きく亀裂、そして絵の具の剥離も多数あり、動かすのも危うい状

態だった。専用の接着剤で表面を仮固定して東京の修復家のもとへ空輸、弱ったキャンバスを補強する裏打が行われ、

続いて洗浄・充填・補彩、木枠の補強も施され、12 月に美術館へ戻ってきた。

　修復中に新たな発見もあった。裏面の油染みと表面の亀裂が一致しない、絵の具の塗りが厚すぎるなど不自然な点

はもともと見受けられたが、画面右下に横向きのサインの痕跡が見つかった。今の「納屋」の下には、もう一枚、小

川原青年が塗りつぶした謎の絵が秘められているのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

る。人間を特徴づける最大の要因が文化であり、その伝達が主に子育てが終わった世代によって担われているという

のだ。文化は世代を超えて伝えられてこそ意味がある。その大切な、伝えるという役割が子育ての重圧から解放され

た世代によってされてきたのだと。さらに、文化を伝える必要性から、子育て後に長く時間を持つような寿命になっ

た。孫世代と時間を共有できる動物は、少なくとも人間だけなのだ。それが何を意味するのかよく考えなさいと。

　私事にわたるが、小田切亮（おだぎり りょう）学芸員と上井達矢（かみい たつや）生涯学習専門員の若手二人に

風土館を任せ、3 月いっぱいで倶知安町を離れることになった。変革の時代、二人が旧弊にとらわれずに互いの力を

発揮してもらうのが一番良いと感じている。風土館は、倶知安町の文化を伝える拠点である。そして、主役は住民の

方々で、学芸員はあくまでもその手伝いである。これまでのご支援に深く御礼を申し上げ、風土館を倶知安の文化に

ふさわしい施設に育ててゆくことにご参加くださるようお願いを申し上げたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　文：岡崎　毅（倶知安風土館館長）　


